
第1学年
2月23日

1 題材名からだをつかつて

2 題材について

小学校に入学して,一年力噸条とうとしているこの時期。入学当初は,新たな瑛U寛に戸惑う子や,小学

校での生活に偵れない子が多い中での学習であった。お互いの瑛H系殴が構築され,安心Lて学習に向き

合えるようになると,子どもたちの表現も炊第にひろがってきたように捉えている。

本年度は,過 1時問という音楽の学習を,1年生の生活との関係を大明にしながら,カリキニラムを

編成してきた。生活から持ち込まれるあそびゃ,音楽の時間以外で取り組んでいるものから持ち込まれ

るものも多くある。子どもの"その時"を大事に活動を繰り返している。

さて,本校音御譜剛氏学年の活動は,からだを寿ネ哉した活動に重点を避いている。同時に,あそぶとい

う行為を通して,様々な音楽的要素を身につけている。従って,子どもたちは,あそびを通して学習を

進めてぃくのである。常'時活動として位匙づけているものは,大きく分けて次の3つである。

抽分の選んだ曲をみんなで歌う>活動では,毎時間1グループ(4人)各々が,歌集の中から自分の

知っている曲を提示し,選ノνだ理由も表明Lた上で,皆で歌っている。クラス全員に回るまで,9週か

かるが,毎回楽しみに待っているようだ。はじめは,字も読めないため,指でなぞって,男で追ってと,

自分なりにその心と向き合おうとする姿があり,次第に慢分のものとしているようだ。

<りズムあそびやハンドサイン>は,少しの時間ではあるが,繰り返し体験している。自分の名前に手

拍子を重ねるなど,身近なものからアプローチをしている。次第に音符や休符を悳稲哉させ,バリエーショ

ンを増やしている。同時にできあがったりズムを用い,りズムカノンとしてあそぶ経験も入れていく。

また,ハンドサインを用いた活動も行っている。この活動では,自分の声を1葱くことはもちろん,友だ

ちの声を聯K というねらいも島る。聴きあうことで,次第に息、のあった表現が生まれてくる。

<わらべうたあそび>は,年問20個程度扱っている。クラス全員で島そべるものから,二人組で手を

つなぐもの,少人数のグループで輪になってあそぶものなど,形態は様々である。そして,あそびを通

して,葛膝を覚え,折り合いをつけることを学ノνでいく。また,うまくいかなかった時など,友だち同

士で相談しながら,よりよい方向を探る姿が次第と現れ始める。

教師も,子どもとともに,からだをつか0て,音楽することを意殺したい。

3 学習指導計画(3学期.7時間目/全10時間)

「音楽」学習指導案
(金) 4階アッセンプリ 9 00~9 40

授業者町田直樹

【常時活動】自分で選んだ曲を歌う・りズムあそぴやハンドサイン・わらべうたあそび
【適宜扱う】聴くことを恵識した活動0 オスティナートをつけて歌う・音符とことぱ他

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

友だちと一緒に,息、をあわせ,音楽することを楽しむ。

(2)予想される本時の展開

0自分で選んだ曲をみんなで歌う a グループ)

・生き生きと歌う・好き,嫌い・本を見る(なぞる)

0りズムあそびやハンドサイン

・まねをしてみる・のびのびと表現する・あれ?

0グループで選ノνであそぶ

・もめる・決まらない・ノレーノレを破る・息、があう

0あそびをふりかえる

'ここがうまくいった・もっとこうしたほう力W、い

主な学習活動と子どもの姿

リラックスして歌える雰囲気をつくる

姿勢や言菜を意識させる

まねをすることも大切である

子どもの表恬

既習のあそびの中から選択させる

クンレープの様子をみとる

子どもの若えをつなく
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